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「雑がみ」とは、
読んで字のごとく「雑多な紙類」のこと。

新聞紙（折り込みちらしを含む）、雑誌、段ボール、
紙パック以外で、ご家庭から出るほとんどの紙が対象
となります。集団回収量の増加も期待されますので、
大変めんどうではありますが、雑がみの再資源化に
取り組みましょう。
『雑誌・雑がみ』としてだせるもの
	○雑誌類
	週刊誌、月刊誌、マンガ雑誌、古本（単行本・文庫本）、辞典　　
【ビニール・布など紙以外の表紙などは「燃やせるごみ」に】

	○広告類
	投げ込みちらし、ダイレクトメール類、パンフレット類、通販などのカタログ類

	○紙箱類
	お菓子の箱や食料品の箱、アルミホイルやラップの箱【刃は外して「燃やせないごみ」に】、ティッシュの箱などのボール紙（取出口のビニールは外して「燃やせるごみ」に）

	○紙袋類
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手提げ袋【ビニール・布など紙以外の持ち手は「燃やせるごみ」に】、

紙袋【ビニールコーティングされたものは「燃やせるごみ」に】など

	○包装紙類
	デパートの包装紙など

	○台紙・紙筒類
	ワイシャツの台紙、トイレットペーパーの芯
【アルミホイル・ラップの芯など硬いものは「燃やせるごみ」に】など

	○その他
	コピー用紙、メモ用紙、封筒(窓付の場合、セロハンは外して「燃やせるごみ」に)、はがき(圧着はがきは「燃やせるごみ」に)、カレンダー（留め具は外して「燃やせないごみ」に）、紙ファイル(プラスチック部分は取り除いて「燃やせるごみ」に)、教科書、ノート、学校からのプリント類、シュレッダー処理した紙など


◎大きさを揃えて（細かいものは紙袋に入れて）、
ひもで十字にしばり、出して下さい。
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『雑誌・雑がみ』として出せないもの
×油の付いた紙、臭い・粘着物の付いた紙、食品残さなどで汚れた紙

×アルミ箔などを貼り合せた複合素材の紙、金色・銀色の紙

×使い終わったティッシュペーパーやタオルペーパー

×防水加工紙（紙コップ、紙製のカップめん容器、紙製のヨーグルト容器、油紙など）

×写真、写真プリント用紙、ビニールコーティングされた紙
　×感熱紙(FAX用ロール紙、レシートなど)　　　×カーボン紙(宅配便の複写伝票など)
　×圧着ハガキ　　　×捺染（なっせん）紙（主にアイロンプリントで使用されるもの）
　×感熱性発泡紙(主に点字関係で使用されるもの)　　×合成紙(投票用紙などに使用されるもの)















